
課題番号 ：F-15-TU-0077 

利用形態 ：機器利用 

利用課題名（日本語） ：高温超伝導線材機械的ラップジョイント接合部の構造分析 

Program Title (English) ：Structural analysis of mechanical lap joint fabricated with high-temperature 

superconducting tapes.  

利用者名（日本語） ：陳偉， 橋爪秀利 

Username (English) ：W. Che, H. Hashizume 

所属名（日本語） ：東北大学大学院工学研究科 

Affiliation (English) ：Graduate School of Engineering, Tohoku University 

 

１．概要（Summary） 

現在研究開発が行われているヘリカル型核融合炉は、

定常運転の容易さなどから商用炉に適した利点を有する

が、磁場の発生に用いる超伝導マグネットは複雑な螺旋

構造を取っているため、製造が困難とされている。そこで、

超伝導マグネットを分割して作製する分割型高温超伝導

マグネットが提案されている[1][2]。超伝導マグネットを分

割製造した場合、接合部に電気抵抗（接合抵抗）が生じる。

この抑制と予測は重要な課題である。本研究は接合部の

接合抵抗予測手法の確立を目的とし、接合部を模擬した

接合サンプルを作製して、これを用いた要素実験で予測

手法の検討を行う。 

接合サンプルの作製方法をFig. 1に示す。接合サンプ

ルは幅 5 mmの高温超伝導線材(GdBCOテープ)2枚を

使用し、接合は二枚の線材の間インジウム箔を挟み、上

下から接合力を与えて接合する機械的ラップジョイントとし

た。まず作製した接合サンプルの接合状態を把握するた

めに、東北大学西澤潤一記念研究センターのマイクロ X

線 CT で接合サンプルを撮影し、接合部の内部観察を行

った。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マイクロ X線 CT 

【実験方法】 

サンプルをマイクロ X線 CTで撮影した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 接合抵抗が 0.35 µΩ と 48.9 µΩ の接合サンプルの断

層画像を Fig. 2 に示す。図に示すように接合抵抗の大き

いサンプルの接合部では広範囲に暗い部分（点線で囲ま

れた部分）が確認できる。ここでは減弱係数は小さく、微

細な空隙が存在すると考えられる。以上の知見をもって今

後は接合抵抗の予測手法を検討する。 
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Fig. 2 X-ray CT images of joint sample. 

Fig. 1 Fabrication of joint sample. 


